
第 20回アジア競技大会競技実施可能性検討業務委託 

基本仕様書 

 

１ 業務名 

第 20回アジア競技大会競技実施可能性検討業務委託 

 

２ 目的 

  第 20 回アジア競技大会（以下「大会」という。）の競技会場は、大会コンセプトの一つ

である「既存施設の活用」の観点のもと、県内全体で大会を盛り上げる必要性から、施設

を所有する市町村の意向等を踏まえて、大会での実施が決定しているオリンピック中核 28

競技のうち、調整の整った 35競技会場の仮決定を 2019年 10月に行ったところである。 

  一方で、現在、競技会場が調整中となっている競技、又は今後実施が見込まれる競技の

中には、同一の会場に集約して競技を実施することにより、競技運営の効率化等を図るこ

とができるものもあると考えられるため、会場集約の観点から、競技実施の可能性を検討

する必要がある。 

  本業務は、仮決定会場の中において、県内最大規模の展示場であり、展示スペースが 6つ

あることから、愛知県国際展示場を例として、都市型スポーツを中心とした競技等の実施

の可能性について検討するものである。 

 

３ 委託業務内容 

仮決定会場のうち、愛知県国際展示場を例として、都市型スポーツを中心とした競技等の

実施の可能性について、以下の項目及び内容を検討する。 

 

＜本業務の検討する項目及び内容＞ 

（１） BMXフリースタイル及びスケートボードの会場計画等の検討 

① BMXフリースタイルの会場計画等の検討 

   （ア）会場レイアウトの作成 

     愛知県国際展示場において、BMXフリースタイルの会場レイアウト（FOP、仮設席、

運営諸室、動線）を作成し、施設の制約を考慮のうえ、FOP及び仮設席等が会場内

に配置できるかを検証する。 

      ・発注者協議の上、屋内施設及び屋外施設で各 1案、計 2案作成する。 

※FOPの規格及び仮設席数については、発注者が提供する。 

   （イ）関係法令の確認等 

（ア）で作成した会場レイアウトが関係法令（消防法、建築基準法、当該施設規則

等）を満たしているかを確認する。併せて、満たさない場合はその対応策につい

て提示する。さらに、会場設営に向けて留意すべき事項（例：競技会場の施工手

順、仮設照明器具の取付位置等）を提案する。 

   （ウ）概算コスト・仮設工事期間の算出 

     （ア）で作成した会場レイアウトを仮設整備するための概算コスト・仮設工事期

間を算出する。 

 



   ② スケートボード（パーク/フリースタイル）の会場計画等の検討 

   （ア）会場レイアウトの作成 

    愛知県国際展示場において、スケートボード（パーク/フリースタイル）の会場レイ

アウト（FOP、仮設席、運営諸室、動線）を作成し、施設の制約を考慮のうえ、FOP

及び仮設席等が会場内に配置できるかを検証する。 

      ・発注者協議の上、屋内施設及び屋外施設で 3案程度作成する。 

※FOPの規格及び仮設席数については、発注者が提供する。 

   （イ）関係法令の確認等 

（ア）で作成した会場レイアウトが関係法令（消防法、建築基準法、当該施設規則

等）を満たしているかを確認する。併せて、満たさない場合はその対応策につい

て提示する。さらに、会場設営に向けて留意すべき事項（例：競技会場の施工手

順、仮設照明器具の取付位置等）を提案する。 

   （ウ）概算コスト・仮設工事期間の算出 

     （ア）で作成した会場レイアウトを仮設整備するための概算コスト・仮設工事期

間を算出する。 

 

（２） 競技集約の可能性の検討 

   （ア）複数競技の会場全体レイアウトの作成 

     （１）①（ア）、②（ア）で検討した会場レイアウトの中から、発注者と協議の

うえ決定する案に、仮決定済みの競技であるフェンシングを加えた３競技及び

発注者が指定する 2競技程度を実施する場合の会場全体レイアウト（FOP、仮設

席、運営諸室、動線）を 3案程度作成する。 

   （イ）スケジュールの作成 

     （ア）で作成した会場全体レイアウトついて、使用する競技会場のスケジュー

ルを作成する。 

     ※（ア）（イ）ともに、（１）①（ア）、②（ア）で検討した会場レイアウト案以

外の競技に関する各種条件については、発注者が提供する。 

   （ウ）総括表の作成 

     上記で作成した 3 案程度について、それぞれの観点、メリット、デメリットを

まとめる。 

 

（３） 業務仕様 

  業務計画書の提出 

  （ア）受注者は、契約締結後 14日以内に業務計画書（様式第１）を作成し、提出しな

ければならない。 

  （イ）業務計画書には、次の書類を添付するものとする。 

（ア）業務工程表（様式第２） 

（イ）業務実施体制表（様式第３） 

 

（４） その他 

ア 事業全体の進捗管理等 

・受注者は、発注者と月に 1 回程度打合せの機会を設け、事業全体の進捗管理を行う



こと。 

・トラブル等が発生した場合は、受注者の責任において、適切に対応すること。 

 

イ 成果品の提出 

・事業終了後、A4 判の二つ折り製本の成果品を 5 部及び成果品の内容を記録した電子

媒体を 2 部提出すること。なお、電子媒体のファイル形式については、発注者と打

ち合わせの上、決めるものとする。 

・提出期限は、令和 3年 3月 12日（金）、提出場所は、公益財団法人愛知・名古屋アジ

ア競技大会組織委員会とする。ただし、（１）の『BMX フリースタイル及びスケート

ボードの会場計画等の検討』について(①(ウ)、②(ウ)は除く)は、令和 2年 11月 13

日（金）までに提出すること。 

 

４ 留意事項 

（１）受注者は、本業務の遂行にあたり知り得た情報については、管理・保管を十分行うと

ともに、発注者の許可なく他に漏らしてはならない（契約終了後も同様とする）。 

（２）本事業で発生する著作物の著作権は、発注者に帰属するものとする。 

（３）本業務にあたり使用する図表やデータ、画像などの著作権・使用権等の権利について 

は、受注者において使用許可等を得ること。 

   なお、これらを怠ったことにより、著作権等の権利を侵害した場合は、受注者はその 

一切の責任を負うこと。 

（４）本業務の業務内容を変更する必要がある場合は、発注者と受注者が協議の上、適切に 

対応すること。 

（５）仕様書に定めのない事項については、必要に応じて発注者と受注者が協議して決める 

ものとする。 


